
【成果と課題】
・ヒントを徐々に簡単にする形式が、
思考力を鍛える要素を含んでいる。
また、「連想する」「言葉に着目す
る」様子が見られた。
・多様なテーマに対応でき、幅広い
お題に合わせたヒント作りがスムー
ズに行える。具体例から抽象的なテ
ーマまで対応可能である。
これらの実践から、子ども達は「自
分で３つの言葉を考えたい」と意欲
を見せ、様々な形態の「スリーヒン
トクイズ」を子ども達が作り出す姿
が見られた。

校種 小・中 校務・教育 chatGPT,Gemini,Bing,copilot,みんなのコード,その他

活用場面 ①児童生徒に係る業務②学校行事③学校運営に係る支援④外部対応支援⑤その他

取組 クイズづくりのためのアイデア出し「スリーヒントクイズ」

【プロンプト】
今から挙げる言葉を３つの単語
で表してください。すぐに当て
られないようにだんだん簡単に
してください。

えんぴつ 書く・細長い・消しゴムと一緒
カレー スパイス・ごはん・黄色い
はさみ チョキ・紙・切る
セロテープ くっつく・透明・巻いてある
学校の先生 黒板・授業・学校
学校 勉強・友だち・みんなが行く場所
学習 知る・調べる・成長する
生成AI 考える・文章つくる・答えてくれる
人間 考える・話す・生きている

作り方のでコツをつかむ

仲間に問題を出すよ

生成ＡＩの回答ドキュメント

作りたい！

（特別支援学級での実践）
→参観者の声「優しい雰囲気の中で盛り
上がっている。発表せずにはいられない
様子」
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様式Ⅲ-B1

＜教育利用①＞クイズづくりのためのアイデア出し
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